様式第８号（第19第２項）

企　画　提　案　書

　　年　　月　　日

　　　長野県佐久地域振興局長　　様

住　　　　所

商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　 
（個人にあっては住所、氏名）

下記の業務について、企画提案書を提出します。

記

１　対象業務名　　若手狩猟者育成事業
２　公告日　　　　令和８年４月30日

【連絡先】　担当者所属　　　　　　　　　　　　　　氏　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電　話

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メール
※押印省略が可

様式第８号の附表

　令和８年６月　　日
企　　画　　書　（例）
　※各項目のスペースは必要に応じて拡大又は縮小して使用してください。
提出者名　　　　　　　　　　　　　

	１　業務の実施者
	氏名
	
	住所
	

	２　業務全般に関すること

	（１）業務を遂行する上での基本的な考え方や方針等、提案内容の方針

	(ターゲットとする参加者とその募集の方法を含む)



	３　講習の実施方法

	（１）わな猟コースの実施方法

	

	ア　１日目わな猟講習の内容・行程

	

	イ　２日目わな猟の内容・行程

	

	（２）銃猟コースの実施方法

	

	ア　１日目銃猟講習の内容・行程

	

	イ　２日目銃猟の内容・行程

	

	（３）狩猟者コミュニティの設定条件・運営方法

	ア　想定するコミュニティの全体像

	コミュニティの想定投稿内容
参加者へのレスポンスの方法・頻度


	イ　運営の前提条件（運営ルール案）

	

	ウ　運営の体制（ツール案）

	

	エ　運営に関する経費（概算）

	

	４　業務実施体制及び技術力

	（１）業務実施体制（メンバー構成、各スタッフの業務内容）

	講習責任者

指導者体制（わな猟・銃猟それぞれ、人数とそのスキル（資格等要件））

安全管理体制

事務・調整体制

	（２）技術力・専門性

	ニホンジカの生態に対する理解

捕獲方法に関する知識・技術

実猟体験を指導するうえでの強み
　様式第３号附表４の業務実績から３の実施で活かす技術があれば簡潔に記載

	５　安全管理及びリスクマネジメント　

	（１）安全管理に関する基本方針

	

	（２）実猟の安全管理体制

	現地での安全責任者の配置計画（参加者に対する人数配置）
参加者への事前説明・ルール共有

行動管理・中止判断基準（参加者の実猟参加選定基準）


	（３）猟具取扱い時の安全対策

	銃・わなの取り扱いに関する管理方法

事故防止のための具体的対応


	（４）事故・トラブル発生時の対応について

	緊急時対応フロー

関係機関・医療機関との連携

再発防止への取り組み
想定されるリスクと対応策（方針）


	６　関係機関との連携調整（協議･報告等）

	想定される関係機関

連携・調整が必要な事項

情報共有及び連絡体制


	７　業務実施スケジュール

	（１）全体スケジュール

	

	（２）業務分担・進行管理

	（主な業務内容と担当、進捗管理の方法）


	８　業務に要する経費及びその内訳

	※経費の合計額は、公告1(8)に示す費用の上限額以内、企画提案書３（１）～（３）の積算内訳がわかるように記載

	９　その他当該業務等の目的を達するために有効な事項

	

	10　再委託の予定

	（委託先）

（委託内容）
（委託が必要な理由と現在の調整状況）


	11　企画協力等の予定

	（協力を求める先）

（協力を求める内容と現在の調整状況）



※指導者が業務従事者以外の場合、本業務に関連する資格等の証明となる写しを添付すること。

